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(54)【発明の名称】 画像表示装置の行電極駆動装置

(57)【要約】
【課題】  ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示
装置のゲートドライバＡにおいて、有効表示領域の周縁
部で生じるゲートラインと画素電極との間の寄生容量の
差による印加電圧の差を補償するために形成されている
ダミーラインを、画像データに遅延などの特別な処理を
施すことなく、また同時駆動のような他の信号ラインに
影響を与えることなく駆動する。
【解決手段】  スタートパルスＧＳＰを、端部に設けら
れるダミーラインに対応した出力端子ＯＧ１のレジスタ
Ｒ１ではなく、ゲートラインの出力端子ＯＧ２に対応し
た次のレジスタＲ２に入力する。そして、ゲート信号が
ＯＧ２－…－ＯＧ２５７から順に出力された後、前記Ｏ
Ｇ１から出力する。これによって、ＥＮＡＢモードのよ
うなトリガ信号から直ちに第１番目のゲートラインを駆
動する必要のある場合に、前記特別な処理や他の信号ラ
インに影響を与えることなく、対応できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】順次配列された複数の出力端子を有し、走
査開始信号の入力に応答して、クロック信号周期で前記
各出力端子に個別的に画像表示装置の行電極を駆動する
ための駆動信号を出力する行電極駆動装置において、
端子配列順とは異なる順に連続して、前記駆動信号を出
力することを特徴とする画像表示装置の行電極駆動装
置。
【請求項２】順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付
したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答
して、クロック信号周期で前記Ｎ本の各出力端子に選択
的に画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信号を
順次出力してゆく行電極駆動装置において、
前記走査開始信号の入力に応答して、第２番目の出力端
子から第Ｎ番目の出力端子へ順次前記駆動信号を出力し
てゆき、第１番目の出力端子へは最終番目に前記駆動信
号を出力することを特徴とする画像表示装置の行電極駆
動装置。
【請求項３】順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付
したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答
して、クロック信号周期で前記Ｎ本の各出力端子に選択
的に画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信号を
順次出力してゆく行電極駆動装置において、
前記走査開始信号の入力に応答して、第２番目の出力端
子から第Ｎ－１番目の出力端子へ順次前記駆動信号を出
力してゆき、第１番目および第Ｎ番目の出力端子へは最
終番目に共に前記駆動信号を出力することを特徴とする
画像表示装置の行電極駆動装置。
【請求項４】順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付
したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答
して、クロック信号周期で、前記Ｎ本の各出力端子に選
択的に、画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信
号を、正または逆の走査方向に順次出力してゆくことが
できる行電極駆動装置において、
前記走査開始信号の入力に応答して、正方向走査時に
は、第２番目の出力端子から第Ｎ－１番目の出力端子へ
順次前記駆動信号を出力してゆき、第１番目の出力端子
へは最終番目に前記駆動信号を出力し、逆方向走査時に
は、第Ｎ－１番目の出力端子から第１番目の出力端子へ
順次前記駆動信号を出力してゆき、第Ｎ番目の出力端子
へは最終番目に前記駆動信号を出力することを特徴とす
る画像表示装置の行電極駆動装置。
【請求項５】順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付
したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答
して、クロック信号周期で、前記Ｎ本の各出力端子に選
択的に、画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信
号を、正または逆の走査方向に順次出力してゆくことが
できる行電極駆動装置において、
前記走査開始信号の入力に応答して、走査方向に係わり
なく、第２番目の出力端子～第Ｎ－１番目の出力端子の*
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*間で、指定走査方向に順次前記駆動信号を出力してゆ
き、第１番目および第Ｎ番目の出力端子へは最終番目に
共に前記駆動信号を出力することを特徴とする画像表示
装置の行電極駆動装置。
【請求項６】相互にカスケード接続され、前段側の行電
極駆動装置による駆動信号の走査終了後、直ちに後段側
の行電極駆動装置による駆動信号の走査を開始するよう
に、前記前段側の行電極駆動装置から後段側の行電極駆
動装置へ走査開始信号を転送してゆくようにした前記請
求項１～５の何れかに記載の行電極駆動装置であって、
前記最終番目の出力端子への駆動信号に同期して、後段
側の行電極駆動装置へ前記走査開始信号を転送すること
を特徴とする画像表示装置の行電極駆動装置。
【請求項７】それぞれ複数本の相互に交差する信号ライ
ンが形成されて、各信号ラインによってその交差領域に
形成される画素が駆動され、有効表示領域外には、該有
効表示領域の周縁部における画素領域と前記信号ライン
との非対称性を補償するためのダミーラインが形成され
た画像表示装置の行電極駆動装置において、
走査開始信号に応答して第１番目の信号ラインから順次
出力を導出してゆき、前記ダミーラインに対する出力を
最終番目とすることを特徴とする画像表示装置の行電極
駆動装置。
【請求項８】前記ダミーラインに対する出力端子は、前
記第１番目～最終番目の信号ラインに個別に対応して順
に配列される出力端子の両外側に配置され、同時に出力
を導出することを特徴とする請求項７記載の画像表示装
置の行電極駆動装置。
【請求項９】前記ダミーラインに対する出力端子は、前
記第１番目の信号ライン側と最終番目の信号ライン側と
にそれぞれ複数設けられ、前記第１番目の信号ライン側
の出力端子と最終番目の信号ライン側の出力端子とを一
対として駆動することを特徴とする請求項８記載の画像
表示装置の行電極駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＴＦＴアクティブ
マトリクス方式の液晶表示装置のゲートドライバなどと
して好適に実施される画像表示装置の行電極駆動装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】図６は、前記ＴＦＴアクティブマトリク
ス方式の液晶表示装置における１画素領域を示す正面図
である。この図６では、第ｎ行、第ｎ列目の画素に着目
して、以下説明する。透明な基板上には、それぞれ複数
本の相互に直交するゲートライン…，Ｇｎ，Ｇｎ＋１，
…（総称するときは、以下参照符Ｇで示す）およびソー
スライン…，Ｓｎ，Ｓｎ＋１，…（総称するときは、以
下参照符Ｓで示す）が形成されており、これらのライン
Ｇ，Ｓによって区分された領域に画素電極１が形成され
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る。前記画素電極１は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）２
のドレイン電極３に接続されている。前記ＴＦＴのソー
ス電極４は第ｎ列目のソースラインＳｎに接続され、ゲ
ート電極５は第ｎ行目のゲートラインＧｎに接続され
る。
【０００３】このように各画素が形成される液晶表示装
置において、ゲートラインＧと画素電極１との関係に着
目すると、図６の構造は、第ｎ行目のゲートラインＧｎ
が第ｎ行目の画素電極１の、図６において下側に配置さ
れる、いわゆる下ゲート構造の液晶表示装置である。そ
して、前記画素電極１とゲートラインＧｎ，Ｇｎ－１と
の間には、それぞれ寄生容量Ｃｇｄ１，Ｃｇｄ２が形成
されることになる。ここで、第１行目の画素について考
えると、前記第ｎ行目の画素におけるゲートラインＧｎ
－１に対応するゲートラインＧ０は形成されておらず、
前記寄生容量Ｃｇｄ２が形成されないことになる。
【０００４】一方、図７で示すように、振幅がＶ

GP-P
の

ゲート信号によって、ＴＦＴ２のドレインレベルが変動
する。すなわち、寄生容量Ｃｇｄ２を介して、ゲートラ
インＧｎ－１のゲート信号がＴＦＴ２のドレインレベル
をΔＶ２だけ変動させ、寄生容量Ｃｇｄ１を介して、ゲ
ートラインＧｎのゲート信号がＴＦＴ２のドレインレベ
ルをΔＶ１だけ変動させる。
【０００５】ここで、絵素部の液晶の容量をＣ

LC
で示

し、補助容量をＣｓで示すとき、前記ΔＶ２，ΔＶ１
は、
ΔＶ２＝Ｖ

GP-P
×｛Ｃｇｄ２／（Ｃ

LC
＋Ｃｓ＋Ｃｇｄ１

＋Ｃｇｄ２）｝
ΔＶ１＝Ｖ

GP-P
×｛Ｃｇｄ１／（Ｃ

LC
＋Ｃｓ＋Ｃｇｄ１

＋Ｃｇｄ２）｝
と表すことができる。
【０００６】そして、自段のゲートラインＧｎのゲート
信号によって引起こされるΔＶ１は、ＴＦＴ２のドレイ
ンレベルの振幅の中心Ｖｃｏｍを、ソース信号の振幅の
中心Ｖｓｃから該ΔＶ１だけ低くするように作用し、前
段のゲートラインＧｎ－１のゲート信号によって引起こ
されるΔＶ２は、液晶への印加電圧の実効値を増加させ
るように作用する。
【０００７】第１行目の画素では、前述のように寄生容
量Ｃｇｄ２を形成する前段のゲートラインＧ０が存在し
ないので、前記ΔＶ２は発生せず、該第１行目の画素の
み、他の行に比べて液晶への印加電圧の実効値が低くな
る。この実効値の差が問題であり、該ΔＶ２が大きい場
合や、高温または低温状態等、表示装置の駆動条件が悪
化すると、該第１行目の画素のみ、他の画素に比べて表
示の明るさが変わって見えるという問題が生じる。たと
えば、ノーマリーホワイト液晶である場合には、該第１
ラインは輝線化する。
【０００８】そこで、そのような問題を解決するため
に、たとえば特開平９－２８８２６０号公報が提案され
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た。この従来技術を図８に示す。図８において、前述の
説明に対応する部分には、同一の参照符号を付して、そ
の説明を省略する。この従来技術では、下ゲート構造の
パネルには、第１行目の画素に近接して、有効表示領域
外には、該第１行目の画素と残余の画素との上記のよう
な非対称性を補償するためのダミーラインＧ０が形成さ
れている。これによって、第１行目の画素にも前記寄生
容量Ｃｇｄ２を形成し、第２行目以降の画素と前記影響
分ΔＶを等しくして輝線化の問題を解消している。
【０００９】そして、この従来技術に合わせて、特開平
８－４３７９３号公報で示す従来技術のゲートドライバ
１０では、前記ゲートラインＧ１～Ｇｍが出力端子ｏｇ
１～ｏｇｍからのゲート信号でそれぞれ駆動されるとと
もに、増加したダミーラインＧ０は最終ｍ行目のゲート
ラインＧｍと並列に接続されて同時に駆動される。
【００１０】しかしながら、この従来技術では、最終ｍ
行目のゲートラインＧｍを駆動する出力端子ｏｇｍのド
ライバ回路だけ負荷が略２倍になり、ゲート信号波形が
鈍るという問題がある。また、ダミーラインＧ０とゲー
トラインＧｍとを接続するバイパスラインが必要とな
り、パネルやフレキシブルのプリント基板の構造が複雑
になるという問題もある。
【００１１】そこで、図９に示すように、前記ダミーラ
インＧ０を個別に駆動可能なように出力端子数を増加さ
せたゲートドライバ１０ａが開発され、上記のような問
題は解消されている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】図１０および図１１
は、ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示装置に
おいて、現在主流の行電極駆動方法を説明するための波
形図である。これらの図では、液晶表示装置を、１０２
４×７６８ドットの、いわゆるＸＧＡパネルとしてい
る。
【００１３】図１０は、ＨＶモードと称される駆動方法
を説明するための波形図である。ＨＶモードでは、水平
方向表示位置は水平同期信号ＨＳを基準に設定され、図
１０では該水平同期信号ＨＳからクロック信号ＣＫが２
９６クロック後に表示データ信号Ｄ１が入力され、この
タイミングでイネーブル信号ＥＮＡＢがアクティブとな
り、ソースドライバはデータ信号Ｄ１，Ｄ２，…，Ｄ１
０２４の取込みを開始するように定められている。そし
て、図示しないラッチ信号ＬＳが入力されると、前記ソ
ースドライバは、総ての出力端子から、前記取込んだデ
ータ信号Ｄ１，Ｄ２，…，Ｄ１０２４に対応した表示デ
ータ電圧を並列に、１ライン分のデータ電圧ＤＨｎとし
て一斉に出力する。
【００１４】つまり、ソースドライバ入力データに対し
て出力データは１水平期間遅れることになる。図１０で
は、入力データＤＨｎをイネーブル信号ＥＮＡＢ部に表
記し出力データＤＨｎをＤＡＴＡとして表記している。
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【００１５】一方、垂直方向表示位置は、垂直同期信号
ＶＳを基準に設定され、図１０では該垂直同期信号ＶＳ
から３５水平同期信号分（以降３５Ｈと表記）遅れたタ
イミングで、第１ライン目のデータ信号ＤＨ１が入力さ
れるようになっている。
【００１６】したがって、前記ダミーラインＧ０を有す
る表示パネルにおいて、正しい垂直表示の開始は、図１
０で示すとおり、３４Ｈ目で、前記ゲートドライバ１０
ａにスタートパルスＳＰを入力し、出力端子ｏｇ１のド
ライバ回路がダミーラインＧ０を駆動した後、第１ライ
ンのデータＤＨ１が出力されるタイミングで出力端子ｏ
ｇ２のドライバ回路が第１番目のゲートラインＧ１を駆
動することで実現される。
【００１７】このように、垂直同期信号ＶＳから、第１
番目のデータ入力開始までに時間的に余裕があるＨＶモ
ードにおいては、スタートパルスＳＰの入力後、出力端
子ｏｇ１から順にゲートパルスを出力してゆく従来のゲ
ートドライバを用いて、容易に、ダミーラインＧ０を有
する表示パネルを駆動することができる。
【００１８】しかしながら、最近主流になりつつあるＥ
ＮＡＢモードと称される駆動方法では、水平・垂直同期
信号の要素を併せ持つデータ有効領域指定信号ＥＮＡＢ
のみを用いて、水平・垂直表示位置を決定するようにな
っており、上記従来のゲートドライバでは、ダミーライ
ンＧ０を有する表示パネルを駆動することが困難にな
る。この様子を図１１で示す。
【００１９】このＥＮＡＢモードでは、水平表示位置を
決定する、すなわち水平データを取込み・出力する動作
は、前述のＨＶモードと同様であるけれども、垂直表示
位置を決定するタイミングが異なっている。ＥＮＡＢモ
ードでは、前記データ有効領域指定信号ＥＮＡＢがノン
アクティブとなった期間が或る一定期間（図１１では２
Ｈ）以上となると、これを垂直帰線期間とみなし、その
後該信号ＥＮＡＢがアクティブになったタイミングを垂
直表示開始位置としている。
【００２０】このため、該信号ＥＮＡＢがアクティブに
なったタイミングを垂直表示開始位置として直ちにスタ
ートパルスＳＰを出力しても、第１ラインのデータ信号
ＤＨ１の出力タイミングと出力端子ｏｇ１のドライバ回
路の出力タイミングとが一致してしまう。ダミーライン
Ｇ０の無い表示パネルを駆動する場合には、出力端子ｏ
ｇ１からのゲート信号が第１番目のゲートラインＧ１を
駆動するので問題無いけれども、ダミーラインＧ０を有
する表示パネルを駆動する場合には、出力端子ｏｇ１か
らのゲート信号が該ダミーラインＧ０を駆動することに
なるので、第１ラインのデータＤＨ１を表示することが
できない。つまり、図１１に破線で示したタイミングで
スタートパルスＳＰおよび出力端子ｏｇ１からのゲート
信号を出力する必要があるが、これは不可能である。
【００２１】このため、そのようにダミーラインＧ０か
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ら、ゲートラインＧ１～Ｇ７６８に順次ゲート信号を出
力してゆこうとすると、各ラインのデータ信号ＤＨ１，
ＤＨ２，…，ＤＨ７６８を１ラインずつ遅延させてゆく
必要があり、構成が複雑になる。同様の問題は、上ゲー
ト構造でダミーラインＧｍ＋１が形成されており、この
ダミーラインＧｍ＋１からゲートラインＧ１へ順次走査
してゆく場合にも生じる。
【００２２】本発明の目的は、画像データに遅延などの
特別な処理を施す必要はなく、かつ他の信号ラインに影
響を与えることなく、ダミーラインの行電極駆動を行う
ことができる画像表示装置の行電極駆動装置を提供する
ことである。
【００２３】
【課題を解決するための手段】本発明の画像表示装置の
行電極駆動装置は、順次配列された複数の出力端子を有
し、走査開始信号の入力に応答して、クロック信号周期
で前記各出力端子に個別的に画像表示装置の行電極を駆
動するための駆動信号を出力する行電極駆動装置におい
て、端子配列順とは異なる順に連続して、前記駆動信号
を出力することを特徴とする。
【００２４】上記の構成によれば、ＴＦＴアクティブマ
トリクス方式の液晶表示装置のゲートドライバなどとし
て実現される画像表示装置の行電極駆動装置において、
第１番目の信号ラインよりも上位側や最終番目の信号ラ
インよりも下位側に配置されるダミーライン等を駆動す
るにあたって、端子配列順とは異なる順、たとえば第１
番目の信号ラインに対応した第２番目の出力端子から駆
動信号の出力を開始し、前記上位側のダミーラインに対
応した第１番目の出力端子を最終番目に駆動する。
【００２５】したがって、スタートパルスなどの走査開
始信号に応答して、直ちに第１番目の信号ラインから駆
動することができ、垂直帰線期間に相当する期間など
で、前記ダミーラインは駆動されることになる。これに
よって、第１番目の信号ラインよりも上位側に前記ダミ
ーラインが配置されていても、画像データに遅延などの
特別な処理を施す必要はなく、また同時駆動のような他
の信号ラインに影響を与えることなく、ダミーラインの
行電極駆動を実現することができる。
【００２６】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置は、順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付した
Ｎ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答し
て、クロック信号周期で前記Ｎ本の各出力端子に選択的
に画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信号を順
次出力してゆく行電極駆動装置において、前記走査開始
信号の入力に応答して、第２番目の出力端子から第Ｎ番
目の出力端子へ順次前記駆動信号を出力してゆき、第１
番目の出力端子へは最終番目に前記駆動信号を出力する
ことを特徴とする。
【００２７】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、順次配列された１，２，…，Ｎの順位を
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7
付したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応
答して、クロック信号周期で前記Ｎ本の各出力端子に選
択的に画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信号
を順次出力してゆく行電極駆動装置において、前記走査
開始信号の入力に応答して、第２番目の出力端子から第
Ｎ－１番目の出力端子へ順次前記駆動信号を出力してゆ
き、第１番目および第Ｎ番目の出力端子へは最終番目に
共に前記駆動信号を出力することを特徴とする。
【００２８】上記の構成によれば、前記画像表示装置に
おけるダミーラインが、前記有効表示領域の第１番目の
信号ライン側に設けられている場合と、最終番目の信号
ライン側に設けられている場合との何れの場合にも、共
通の行電極駆動装置を使用することができる。
【００２９】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置は、順次配列された１，２，…，Ｎの順位を付した
Ｎ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応答し
て、クロック信号周期で、前記Ｎ本の各出力端子に選択
的に、画像表示装置の行電極を駆動するための駆動信号
を、正または逆の走査方向に順次出力してゆくことがで
きる行電極駆動装置において、前記走査開始信号の入力
に応答して、正方向走査時には、第２番目の出力端子か
ら第Ｎ－１番目の出力端子へ順次前記駆動信号を出力し
てゆき、第１番目の出力端子へは最終番目に前記駆動信
号を出力し、逆方向走査時には、第Ｎ－１番目の出力端
子から第１番目の出力端子へ順次前記駆動信号を出力し
てゆき、第Ｎ番目の出力端子へは最終番目に前記駆動信
号を出力することを特徴とする。
【００３０】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、順次配列された１，２，…，Ｎの順位を
付したＮ本の出力端子を有し、走査開始信号の入力に応
答して、クロック信号周期で、前記Ｎ本の各出力端子に
選択的に、画像表示装置の行電極を駆動するための駆動
信号を、正または逆の走査方向に順次出力してゆくこと
ができる行電極駆動装置において、前記走査開始信号の
入力に応答して、走査方向に係わりなく、第２番目の出
力端子～第Ｎ－１番目の出力端子の間で、指定走査方向
に順次前記駆動信号を出力してゆき、第１番目および第
Ｎ番目の出力端子へは最終番目に共に前記駆動信号を出
力することを特徴とする。
【００３１】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置は、相互にカスケード接続され、前段側の行電極駆
動装置による駆動信号の走査終了後、直ちに後段側の行
電極駆動装置による駆動信号の走査を開始するように、
前記前段側の行電極駆動装置から後段側の行電極駆動装
置へ走査開始信号を転送してゆくようにした前記請求項
１～５の何れかに記載の行電極駆動装置であって、前記
最終番目の出力端子への駆動信号に同期して、後段側の
行電極駆動装置へ前記走査開始信号を転送することを特
徴とする。
【００３２】上記の構成によれば、画像表示装置の大型
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化などに伴って、行電極を複数の駆動装置に分割して駆
動するにあたって、各行電極駆動装置は相互にカスケー
ド接続され、前段側の行電極駆動装置は最終番目の出力
端子から駆動信号を出力すると同時に、後段側の行電極
駆動装置へ走査開始信号を転送する。
【００３３】したがって、共通の行電極駆動装置を使用
し、前記ダミーラインを駆動するようにしても、行電極
を順次連続して駆動してゆくことができる。
【００３４】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、それぞれ複数本の相互に交差する信号ラ
インが形成されて、各信号ラインによってその交差領域
に形成される画素が駆動され、有効表示領域外には、該
有効表示領域の周縁部における画素領域と前記信号ライ
ンとの非対称性を補償するためのダミーラインが形成さ
れた画像表示装置の行電極駆動装置において、走査開始
信号に応答して第１番目の信号ラインから順次出力を導
出してゆき、前記ダミーラインに対する出力を最終番目
とすることを特徴とする。
【００３５】上記の構成によれば、ＴＦＴアクティブマ
トリクス方式の液晶表示装置のゲートドライバなどとし
て実現される画像表示装置の行電極駆動装置において、
画素領域に対して信号ラインが一方の辺側に配置される
ことで、有効表示領域の他方の辺側の周縁部は残余の部
分と非対称となり、その非対称性に起因して、たとえば
ゲートラインと画素電極との間の寄生容量の差による印
加電圧の差などの問題が生じるのに対して、これを補償
するために形成されているダミーラインを、最終番目に
駆動する。
【００３６】したがって、スタートパルスなどの走査開
始信号に応答して、直ちに第１番目の信号ラインから順
次出力を導出するだけで、各画素には表示すべきデータ
が取込まれ、垂直帰線期間に相当する期間などで、前記
ダミーラインは駆動される。これによって、第１番目の
信号ラインよりも上位側に前記ダミーラインが配置され
ていても、画像データに遅延などの特別な処理を施す必
要はなく、また同時駆動のような他の信号ラインに影響
を与えることなく、ダミーラインの行電極駆動を実現す
ることができる。
【００３７】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置では、前記ダミーラインに対する出力端子は、前記
第１番目～最終番目の信号ラインに個別に対応して順に
配列される出力端子の両外側に配置され、同時に出力を
導出することを特徴とする。
【００３８】上記の構成によれば、前記画像表示装置に
おけるダミーラインが、前記有効表示領域の第１番目の
信号ライン側に設けられている場合と、最終番目の信号
ライン側に設けられている場合との何れの場合にも、共
通の行電極駆動装置を使用することができる。
【００３９】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置では、前記ダミーラインに対する出力端子
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9
は、前記第１番目の信号ライン側と最終番目の信号ライ
ン側とにそれぞれ複数設けられ、前記第１番目の信号ラ
イン側の出力端子と最終番目の信号ライン側の出力端子
とを一対として駆動することを特徴とする。
【００４０】上記の構成によれば、前記ＴＦＴアクティ
ブマトリクス方式の液晶表示装置の、いわゆるＣｓ  ｏ
ｎ  Ｇａｔｅ構造のように、前記第１番目の信号ライン
側または最終番目の信号ライン側の何れかにおいて、有
効表示領域外にも画素電極が形成され、その画素電極に
隣接するダミーラインを合わせて、ダミーラインが複数
本設けられている場合にも、それらを前記最終番目の信
号ラインに引続き、順次駆動することができる。また、
その複数本のダミーラインが、前記第１番目の信号ライ
ン側と最終番目の信号ライン側との何れに設けられてい
る場合にも、共通の行電極駆動装置を使用することがで
きる。
【００４１】
【発明の実施の形態】本発明の実施の一形態について、
図１～図３に基づいて説明すれば、以下のとおりであ
る。
【００４２】図１は、本発明の実施の一形態の液晶表示
装置１１の概略的構成を示す図である。この液晶表示装
置１１のパネル１２は、ＴＦＴアクティブマトリクス方
式で、前記１０２４×７６８ドットのＸＧＡパネルであ
り、また前記下ゲート構造としている。したがって、パ
ネル１２には、図１における該パネル１２の上方から、
ダミーラインＧ０およびゲートラインＧ１～Ｇ７６８が
順次形成されている。
【００４３】この液晶表示装置１１では、３つのゲート
ドライバＡ１，Ａ２，Ａ３（総称するときは、以下参照
符Ａで示す）を備えており、各ゲートドライバＡは、相
互に同一構造で、ゲート信号の出力端子ＯＧ１，ＯＧ
２，…，ＯＧ２５８、クロックＧＣＫの入力端子ＧＣＫ
ＩＮ、スタートパルスＧＳＰの入力端子ＧＳＰＩＮおよ
びスタートパルスＧＳＰの送り出力端子ＧＳＰＯＵＴを
備えている。
【００４４】各ゲートドライバＡ１～Ａ３の入力端子Ｇ
ＣＫＩＮには、共通にクロックＧＣＫが入力される。ま
た、第１段目のゲートドライバＡ１の入力端子ＧＳＰＩ
ＮにはスタートパルスＧＳＰが入力され、第２段目のゲ
ートドライバＡ２の入力端子ＧＳＰＩＮは第１段目のゲ
ートドライバＡ１の送り出力端子ＧＳＰＯＵＴに接続さ
れ、第３段目のゲートドライバＡ３の入力端子ＧＳＰＩ
Ｎは第２段目のゲートドライバＡ２の送り出力端子ＧＳ
ＰＯＵＴに接続される。
【００４５】また、第１段目のゲートドライバＡ１の出
力端子ＯＧ２～ＯＧ２５７は、ゲートラインＧ１～Ｇ２
５６にそれぞれ接続され、出力端子ＯＧ１は、ダミーラ
インＧ０に接続される。第２段目のゲートドライバＡ２
の出力端子ＯＧ２～ＯＧ２５７は、ゲートラインＧ２５
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７～Ｇ５１２にそれぞれ接続され、第３段目のゲートド
ライバＡ３の出力端子ＯＧ２～ＯＧ２５７は、ゲートラ
インＧ５１３～Ｇ７６８にそれぞれ接続される。第１段
目のゲートドライバＡ１の出力端子ＯＧ２５８ならびに
第２および第３段目のゲートドライバＡ２，Ａ３の出力
端子ＯＧ１，ＯＧ２５８は、パネル１２上のパッドとは
接続されるけれども、該パネル１２上には対応するライ
ンは形成されていない。
【００４６】図２は、前記ゲートドライバＡの一構成例
を示すブロック図である。該ゲートドライバＡ内には、
１ビットのシフトレジスタＲ１，Ｒ２，…，Ｒ２５８が
順に配列されている。各シフトレジスタＲ１～Ｒ２５８
の出力は、図示しないレベルシフタやバッファ回路を介
して前記出力端子ＯＧ１～ＯＧ２５８にそれぞれ導出さ
れ、１となっているビットのシフトレジスタから、ゲー
ト信号が出力されることになる。前記クロックＧＣＫ
は、これらのシフトレジスタＲ１～Ｒ２５８に共通に与
えられる。注目すべきは、本発明では、前記スタートパ
ルスＧＳＰは、シフトレジスタＲ２に入力されることで
ある。そして、シフトレジスタＲ１とＲ２５８とには並
列に、シフトレジスタＲ２５７からの出力が与えられ
る。
【００４７】したがって、たとえばゲートドライバＡ１
について考えると、図示しない前記タイミングコントロ
ール用のＩＣによって作成され、前記入力端子ＧＣＫＩ
Ｎから入力されるクロックＧＣＫおよび前記入力端子Ｇ
ＳＰＩＮから入力されるスタートパルスＧＳＰに応答し
て、図３で示すように、前記スタートパルスＧＳＰの入
力後のクロックＧＣＫの立下がりタイミングから、出力
端子ＯＧ２－ＯＧ３－ＯＧ４－…－ＯＧ２５７－ＯＧ２
５８，ＯＧ１の順で、順次ゲート信号が出力されること
になる。
【００４８】途中、該ゲートドライバＡ１が駆動すべき
有効表示領域の最終のゲートラインＧ２５６の走査開始
タイミングで、該ゲートドライバＡ１は、出力端子ＧＳ
ＰＯＵＴから、次段のゲートドライバＡ２へ、前記スタ
ートパルスＧＳＰを転送する。これによって、前記ゲー
トドライバＡ２は、前記ゲートラインＧ２５６の走査が
終了すると、次のクロックＧＣＫに応答して、ゲートラ
インＧ２５７を連続して駆動する。
【００４９】以上のように、ダミーラインＧ０を最終番
目に駆動することによって、前記図１１で示すＥＮＡＢ
モードの垂直方向Ｖにおいても、走査開始信号となるイ
ネーブル信号ＥＮＡＢに応答して、直ちに、各ラインの
データ信号ＤＨ１，ＤＨ２，…，ＤＨ７６８を順次取込
むことができる。これによって、画像データに遅延など
の特別な処理を施すような、ダミーラインＧ０を駆動す
るためのタイミング設計に気を使う必要はなくなり、ま
たゲートドライバＡの他の出力を取出してダミーライン
Ｇ０を駆動する必要もなく、周辺回路を簡略化すること
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11
ができる。さらにまた、他の信号ラインに影響を与える
ことなく、ダミーラインの行電極駆動を行うことができ
る。
【００５０】なお、走査方向がゲートラインＧ７６８か
らである場合には、前記タイミングコントロール用のＩ
Ｃからの前記スタートパルスＧＳＰはゲートドライバＡ
３に入力され、ゲートドライバＡ２，Ａ１に順次転送さ
れてゆく。また、たとえば前記ゲートドライバＡ１にお
いては、出力端子ＯＧ２５７－ＯＧ２５６－ＯＧ２５５
－…－ＯＧ２－ＯＧ１，ＯＧ２５８の順で、順次ゲート
信号が出力されることになる。そして、図１において仮
想線で示すように、パネル１２が上ゲート構造である場
合には、ゲートドライバＡ３の出力端子ＯＧ２５８がダ
ミーラインＧ７６９を最終番目に駆動することになる。
【００５１】したがって、ゲートドライバＡ１～Ａ３が
同時にゲート信号を出力する出力端子ＯＧ１，ＯＧ２５
８を備えているので、上記のようにダミーラインが有効
表示領域の第１番目のゲートラインＧ１側に設けられて
いる場合と、最終番目のゲートラインＧ７６８側に設け
られている場合との何れの場合にも、また何れの側から
走査が行われても、ゲートドライバＡ１～Ａ３を共通化
することができる。前記出力端子ＯＧ１，ＯＧ２５８
は、同時に駆動されるけれども、出力バッファはそれぞ
れ個別に設けられており、また前記のように、パネル１
２上で実際に対応するラインは何れか一方にしか形成さ
れていないので、従来技術で述べたような過負荷となる
ようなこともない。
【００５２】本発明の実施の他の形態について、図４お
よび図５に基づいて説明すれば、以下のとおりである。
【００５３】図４は、本発明の実施の他の形態が適用さ
れるパネル２２の概略的構成を示す図である。このパネ
ル２２は、前記ＴＦＴアクティブマトリクス方式で、い
わゆるＣｓ  ｏｎ  Ｇａｔｅ構造である。また、パネル
２２は、上ゲート構造である。したがって、ハッチング
を施して示すブラックマスクで覆われる部分にも、最終
ｍ行目の補助容量Ｃｓを残余の行と等しくするために、
さらに画素電極１およびＴＦＴ２ならびに補助容量Ｃｓ
が形成されている。したがって、ダミーラインはＧｍ＋
１とＧｍ＋２の２本となる。
【００５４】このため、本発明の実施の他の形態のゲー
トドライバは、たとえば出力端子ＯＧ２，ＯＧ２５７の
各外側に、ＯＧ１，ＯＧ０；ＯＧ２５８，ＯＧ２５９を
それぞれ備えており、図５で示すように、出力端子ＯＧ
１，２５８からゲート信号を出力した後、さらに出力端
子ＯＧ０１，２５９からゲート信号を出力する。
【００５５】したがって、ダミーラインが複数本設けら
れている場合にも、それらを順次駆動することができる
とともに、前記のゲートドライバＡ１～Ａ３と同様に、
ダミーラインが有効表示領域の第１番目のゲートライン
Ｇ１側に設けられている場合と、最終番目のゲートライ
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ンＧ７６８側に設けられている場合との何れの場合に
も、また何れの側から走査が行われても、共通のゲート
ドライバを使用することができる。
【００５６】
【発明の効果】本発明の画像表示装置の行電極駆動装置
は、以上のように、第１番目の信号ラインよりも上位側
や最終番目の信号ラインよりも下位側に配置されるダミ
ーライン等を駆動するにあたって、端子配列順とは異な
る順、たとえば第１番目の信号ラインに対応した第２番
目の出力端子から駆動信号の出力を開始し、上位側のダ
ミーラインに対応した第１番目の出力端子を最終番目に
駆動する。
【００５７】それゆえ、スタートパルスなどの走査開始
信号に応答して、直ちに第１番目の信号ラインから駆動
することができ、垂直帰線期間に相当する期間などで、
前記ダミーラインは駆動されることになる。これによっ
て、第１番目の信号ラインよりも上位側に前記ダミーラ
インが配置されていても、画像データに遅延などの特別
な処理を施す必要はなく、またダミーラインと正規の信
号ラインとを同時に駆動したときのように他の信号ライ
ンに影響を与えることなく、ダミーラインの行電極駆動
を実現することができる。
【００５８】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、以上のように、走査開始信号の入力に応
答して、第２番目の出力端子から第Ｎ－１番目の出力端
子へ順次駆動信号を出力してゆき、第１番目および第Ｎ
番目の出力端子へは最終番目に共に駆動信号を出力す
る。
【００５９】それゆえ、画像表示装置におけるダミーラ
インが、有効表示領域の第１番目の信号ライン側に設け
られている場合と、最終番目の信号ライン側に設けられ
ている場合との何れの場合にも、共通の行電極駆動装置
を使用することができる。
【００６０】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置は、以上のように、行電極を複数の駆動装置に分割
して駆動するにあたって、各行電極駆動装置は相互にカ
スケード接続され、前段側の行電極駆動装置は最終番目
の出力端子から駆動信号を出力すると同時に、後段側の
行電極駆動装置へ走査開始信号を転送する。
【００６１】それゆえ、共通の行電極駆動装置を使用
し、前記ダミーラインを駆動するようにしても、行電極
を順次連続して駆動してゆくことができる。
【００６２】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、以上のように、ＴＦＴアクティブマトリ
クス方式の液晶表示装置のゲートドライバなどとして実
現され、有効表示領域外には、該有効表示領域の周縁部
における画素領域と信号ラインとの間の寄生容量等の非
対称性を補償するためのダミーラインが形成された画像
表示装置の行電極駆動装置において、走査開始信号に応
答して第１番目の信号ラインから順次出力を導出してゆ
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き、前記ダミーラインに対する出力を最終番目とする。
【００６３】それゆえ、スタートパルスなどの走査開始
信号に応答して、直ちに第１番目の信号ラインから順次
出力を導出するだけで、各画素には表示すべきデータが
取込まれ、垂直帰線期間に相当する期間などで、前記ダ
ミーラインは駆動される。これによって、第１番目の信
号ラインよりも上位側に前記ダミーラインが配置されて
いても、画像データに遅延などの特別な処理を施す必要
はなく、またダミーラインと正規の信号ラインとを同時
に駆動したときのように他の信号ラインに影響を与える
ことなく、ダミーラインの行電極駆動を実現することが
できる。
【００６４】また、本発明の画像表示装置の行電極駆動
装置は、以上のように、前記ダミーラインに対する出力
端子を、前記第１番目～最終番目の信号ラインに個別に
対応して順に配列される出力端子の両外側に配置し、同
時に出力を導出する。
【００６５】それゆえ、ダミーラインが、有効表示領域
の第１番目の信号ライン側に設けられている場合と、最
終番目の信号ライン側に設けられている場合との何れの
場合にも、共通の行電極駆動装置を使用することができ
る。
【００６６】さらにまた、本発明の画像表示装置の行電
極駆動装置は、以上のように、前記ダミーラインに対す
る出力端子を、前記第１番目の信号ライン側と最終番目
の信号ライン側とにそれぞれ複数設け、前記第１番目の
信号ライン側の出力端子と最終番目の信号ライン側の出
力端子とを一対として駆動する。
【００６７】それゆえ、前記ＴＦＴアクティブマトリク
ス方式の液晶表示装置の、いわゆるＣｓ  ｏｎ  Ｇａｔ
ｅ構造のように、前記第１番目の信号ライン側または最
終番目の信号ライン側の何れかにおいて、有効表示領域
外にも画素電極が形成され、その画素電極に隣接するダ
ミーラインを合わせて、ダミーラインが複数本設けられ
ている場合にも、それらを前記最終番目の信号ラインに
引続き、順次駆動することができる。また、その複数本
のダミーラインが、前記第１番目の信号ライン側と最終
番目の信号ライン側との何れに設けられている場合に
も、共通の行電極駆動装置を使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態の液晶表示装置の概略的
構成を示す図である。
【図２】図１で示す液晶表示装置のゲートドライバの一
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構成例を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の一形態のゲートドライバの動作
を説明するための波形図である。
【図４】本発明の実施の他の形態が適用されるパネルの
概略的構成を示す図である。
【図５】本発明の実施の他の形態のゲートドライバの動
作を説明するための波形図である。
【図６】ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示装
置における１画素領域を示す正面図である。
【図７】図６で示す液晶表示装置の行電極駆動波形を示
す図である。
【図８】典型的な従来技術の液晶表示装置の概略的構成
を示す図である。
【図９】他の従来技術の液晶表示装置の概略的構成を示
す図である。
【図１０】ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示
装置において、現在主流の行電極駆動方法であるＨＶモ
ードでの動作を説明するための波形図である。
【図１１】ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示
装置において、現在主流の行電極駆動方法であるＥＮＡ
Ｂモードでの動作を説明するための波形図である。
【符号の説明】
１    画素電極
２    ＴＦＴ
３    ドレイン電極
４    ソース電極
５    ゲート電極
１１    液晶表示装置
１２，２２    パネル
Ａ１，Ａ２，Ａ３    ゲートドライバ（駆動装置）
Ｃ
LC
    液晶の容量

Ｃｇｄ１，Ｃｇｄ２    寄生容量
Ｃｓ    補助容量
Ｇ０，Ｇ７６９    ダミーライン
Ｇ１～Ｇ７６８    ゲートライン
Ｇｎ，Ｇｎ＋１    ゲートライン
ＧＣＫＩＮ      クロック入力端子
ＧＳＰＩＮ      スタートパルス入力端子
ＧＳＰＯＵＴ    スタートパルス送り出力端子
Ｓｎ，Ｓｎ＋１    ソースライン
ＯＧ１，ＯＧ２，…，ＯＧ２５８    ゲート信号の出力
端子
Ｒ１，Ｒ２，…，Ｒ２５８    シフトレジスタ
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【図１】

【図２】
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【図４】
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【図５】 【図６】
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【図１１】
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